様式第11号(その2)(第31条関係)
り災物件明細書
	品名
	購入年月
	り災種別
	損失程度
	数量
	購入金額(円)
	損害見積額(円)

	　
	　 年　 月
	焼・水・他
	全・半・小
	　
	　
	　

	　
	　 年　 月
	焼・水・他
	全・半・小
	　
	　
	　

	　
	　 年　 月
	焼・水・他
	全・半・小
	　
	　
	　

	　
	　 年　 月
	焼・水・他
	全・半・小
	　
	　
	　

	　
	　 年　 月
	焼・水・他
	全・半・小
	　
	　
	　

	　
	　 年　 月
	焼・水・他
	全・半・小
	　
	　
	　

	　
	　 年　 月
	焼・水・他
	全・半・小
	　
	　
	　

	　
	　 年　 月
	焼・水・他
	全・半・小
	　
	　
	　

	　
	　 年　 月
	焼・水・他
	全・半・小
	　
	　
	　

	　
	　 年　 月
	焼・水・他
	全・半・小
	　
	　
	　

	　
	　 年　 月
	焼・水・他
	全・半・小
	　
	　
	　

	　
	　 年　 月
	焼・水・他
	全・半・小
	　
	　
	　

	　
	　 年　 月
	焼・水・他
	全・半・小
	　
	　
	　

	　
	　 年　 月
	焼・水・他
	全・半・小
	　
	　
	　

	　
	　 年　 月
	焼・水・他
	全・半・小
	　
	　
	　

	　
	　 年　 月
	焼・水・他
	全・半・小
	　
	　
	　

	　
	　 年　 月
	焼・水・他
	全・半・小
	　
	　
	　

	　
	　 年　 月
	焼・水・他
	全・半・小
	　
	　
	　

	　
	　 年　 月
	焼・水・他
	全・半・小
	　
	　
	　

	　
	　 年　 月
	焼・水・他
	全・半・小
	　
	　
	　

	　
	　 年　 月
	焼・水・他
	全・半・小
	　
	　
	　

	　
	　 年　 月
	焼・水・他
	全・半・小
	　
	　
	　

	　
	　 年　 月
	焼・水・他
	全・半・小
	　
	　
	　

	　
	　 年　 月
	焼・水・他
	全・半・小
	　
	　
	　

	記載要領
　1　り災種別の欄は、あてはまるものを○で囲んでください。意味は、次のとおりです。
　　(1)　焼とは、燃えたもの、熱で変質、変形したもの等
　　(2)　水とは、消火するためにぬれたもの、こわれたもの、よごれたもの等
　　(3)　他とは、煙で汚れたもの、運び出すときこわれたもの等
　2　損失程度の欄は、あてはまるものを○で囲んでください。意味は、次のとおりです。
　　(1)　全とは、効用がほとんど失なわれたもの(再使用が不可能なもの)
　　(2)　半とは、効用の半ば失なわれたもの(補修を加えると使用可能なもの)
[bookmark: _GoBack]　　(3)　小とは、効用上大した支障のないもの(わずかな補修で使用可能なもの)
　3　損害見積額は、り災した物の時価を基準にして被害の程度により損害額を見積ってくださ
　　い。



